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研究成果の概要（和文）：超高齢社会を迎えた我が国において、排泄障害とともに生きる高齢者や障害者の数は
増え続けている。本研究は、排泄障害のある高齢者や障害者が健康を増進させるための実践的方法論をアクティ
ブエイジングの観点から構築することを目的とした。
先行研究のレビュー、高齢者大規模コホート研究のデータ分析、排泄障害者を対象とした質的研究を行い、頻
尿、便秘、失禁等の排泄障害による健康への影響を整理した。また、老年学や排泄の専門家、排泄障害当事者と
のディスカッションを実施し、排泄障害の予防や早期発見、改善に役立つ具体的な情報をウェブ閲覧のできる分
かりやすい小冊子にまとめた。

研究成果の概要（英文）：In Japan, which has entered a super-aging society, the number of people with
 toileting disabilities continues to increase. The purpose of this study was to construct a 
practical methodology for improving the health of people with toileting disabilities from the 
viewpoint of active aging.
I reviewed previous studies, analyzed data from a large cohort study of older adults, and conducted 
a qualitative study of people with toileting disabilities to see the effects of toileting 
disabilities such as nocturia, constipation, and incontinence on health. In addition, I held 
discussions with experts in gerontology and toileting and people with toileting disabilities and 
compiled specific information useful for prevention, early detection, and improvement of toileting 
disabilities in an easy-to-understand booklet that can be browsed on the web.

研究分野： 応用健康科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により提示された排泄障害を越えてアクティブエイジングを実現するための実践的方法論は、排泄障害と
ともに生きる高齢者や障害者の行動変容に直接的に資するものであり、医療従事者や支援者が排泄障害当事者の
セルフケアを促す際の有用な資料となることも期待できるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
排泄障害は、超高齢社会を迎えた我が国における優先課題の一つである。地域在住高齢者にお

ける頻尿、便秘、失禁などの排泄障害は、加齢とともに有症率が上昇することが知られている。
また、排泄を統制する神経系を損傷した障害者にとっては、排泄障害は日常的に向き合わなけれ
ばならない生命に関わる問題である。排泄障害に対する医学的治療には外科手術や薬物療法、運
動療法等があり、これらは排泄障害を引き起こす身体構造・機能の改善に有効である。しかし、
排泄障害を医療機関で積極的に治療しようとする者は少数であり、多くの高齢者や障害者は排
泄障害に悩まされる日常生活を余儀なくされている。 
排泄障害は、身体的健康だけではなく、心理社会的健康にも重大な影響を及ぼす。先行研究で

は、失禁等の排泄障害と不安感、鬱症状、社会参加制約、社会的孤立、閉じこもり等との関連が
報告されている。排泄障害への医学的治療に比べ、排泄障害による心理社会的健康への影響を抑
えるような取り組みは限られている。排泄障害のある高齢者や障害者が、心理的にも社会的にも
活き活きとした生活を送るためにはどうすればよいのか？科学的根拠に基づいた有効な取り組
みが必要とされている。 
本研究では、排泄障害を抱えながら心理社会的健康を増進させるための鍵として、「アクティ

ブエイジング」という概念に着目する。アクティブエイジングは世界保健機関（WHO）が提唱し
た概念であり、「健康の維持、家族や地域社会の営みへの参加、安心できる社会づくりのための
さまざまな機会を最大限に高めるプロセス」と定義されている。ネガティブなイメージがつきま
とう「老い」を前向きに捉え直す概念として世界的に注目を集めており、WHO による 2002 年の
報告書（Active Ageing: A Policy Framework）には、アクティブエイジングに影響を及ぼす多
様な要因が紹介されている。しかしこれまで、排泄障害という文脈におけるアクティブエイジン
グや、アクティブエイジングをどのように実現するかという実践的方法論への学術的関心は限
られていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は排泄障害のある高齢者や障害者が心理社会的健康を増進させるための実践的方法論

をアクティブエイジングの視点に基づいて構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 （1）便秘とサルコペニアの関連 
千葉県柏市で実施している高齢者コホート研究（柏スタディ）の 2012 年度参加者のうち、認

知機能や IADL に問題のなかった 1,302 名（男性 607 名、女性 695 名）のデータを統計解析した。
便秘は、排便が 3 日以上ないことが多い状態とした。サルコペニアの評価には Asian Working 
Group for Sarcopenia の基準を用いた。慢性便秘の有無を従属変数とし、サルコペニア、年齢、
食事回数、運動、ポリファーマシー（多剤併用）を強制投入したロジスティック回帰分析を行っ
た。 
 
（2）下部尿路症状とアクティブエイジングの関連 
柏スタディ 2016 年度参加者のうち、認知機能や歩行機能に問題の無かった 916 名（男性 481

名、女性 435 名）を分析対象とした。アクティブエイジングの評価には JST 版活動能力指標を用
いた。下部尿路症状の評価には尿失禁症状質問票を用い、昼間頻尿は 8回以上、夜間頻尿は 1回
以上、尿意切迫感は 1日 1回以上、尿失禁は 1日 1回以上を「あり」とした。アクティブエイジ
ングと各下部尿路症状の関連を、年齢、肥満、アルコール摂取、ポリファーマシー、併存疾患（高
血圧、心疾患、糖尿病、高脂血症）を調整したロジスティック回帰分析により検証した。 
 
（3）夜間頻尿とアクティブエイジングに関する混合研究 
2018 年に実施された柏スタディ参加者のうち、認知機能が低下しておらず、ADL が自立してお

り、使用変数に欠損のなかった 615 名を対象（男性 326 名、女性 289 名）とした。アクティブエ
イジングの測定には、JST 版活動能力指標を用いた。アクティブエイジングを従属変数とし、夜
間頻尿、年齢、肥満、併存疾患を強制投入したロジスティック回帰分析を性別で層化して行った。
また、調査時に夜間頻尿が 4回以上と回答した男性 5名への個別インタビュー調査を実施し、録
音データの逐語録を帰納的に分析した。 
 
（4）排泄障害を越えてアクティブエイジングを実現する実践的方法論の構築 
全ての研究（先行研究のレビュー、高齢者大規模コホート研究のデータ分析、排泄障害当事者

を対象とした質的研究）の結果を整理統合し、老年学や排泄の専門家、排泄障害当事者とのディ
スカッションを実施した。 
 
 



４．研究成果 
（1）便秘とサルコペニアの関連 
便秘の有症率は 5.8%であった。ロジスティック回帰分析の結果、便秘とサルコペニアに有意

な関連があった（AOR:1.74, 95%CI:1.20-2.52）。性別で層化した分析では、女性のみに同様の関
連があった（AOR:1.85, 95%CI:1.20-2.86）。 
 
（2）下部尿路症状とアクティブエイジングの関連 
下部尿路症状の有症率は、頻尿 68.1％、夜間頻尿 84.7%、尿意切迫感 13.6%、尿失禁 5.5%、過

活動膀胱 11.6%であった。肥満、アルコール摂取、ポリファーマシー、併存疾患（高血圧、心疾
患、糖尿病）、夜間頻尿、尿意切迫感、過活動膀胱は男性、高脂血症と尿失禁は女性に多かった。
ロジスティック回帰分析の結果、男性のアクティブエイジングと夜間頻尿（3回以上）に有意な
関連があった（AOR: 1.71, 95%CI: 1.05-2.79）。一方女性では、アクティブエイジングと頻尿
（AOR: 1.61, 95% CI: 1.04–2.49）、尿意切迫感（AOR: 2.06, 95% CI: 1.08–3.95）、過活動膀胱
（AOR: 2.43, 95% CI: 1.15–5.11）が有意に関連していた。 

 
図 1 男女別にみた各下部尿路症状とアクティブエイジングの関連 

 
 
（3）夜間頻尿とアクティブエイジングに関する混合研究 
夜間頻尿の有症率は、1回以上 83.3％、2回以上 45.0％、3回以上 13.7％であった。ロジステ

ィック回帰分析の結果、男性における夜間頻尿（3回以上）がアクティブエイジングと有意に関
連していた（AOR: 2.13, 95%CI: 1.18-3.83）。質的分析の結果、浅い睡眠、生活リズムの変化、
疲労感、加齢変化の受容加速、周囲に合わせられない不安等のカテゴリーが抽出された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 質的分析により抽出されたカテゴリーと影響機序の仮説概念図 
 
 
（4）排泄障害を越えてアクティブエイジングを実現する実践的方法論の構築 
先行研究のレビュー、高齢者大規模コホート研究のデータ分析、排泄障害当事者を対象とした

質的研究の結果を基盤とし、頻尿、便秘、失禁の予防や早期発見、改善に役立つ具体的な情報を
整理した。さらに、老年学や排泄の専門家、排泄障害当事者とのディスカッションを実施し、ポ
リファーマシーや災害時の排泄問題に関する情報についても整理した。最終的に、全ての情報を
整理統合し、ウェブ閲覧のできる分かりやすい小冊子にまとめた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 排泄障害を越えてアクティブエイジングを実現するための小冊子（一部） 
 
 
（5）得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
排泄障害とアクティブエイジングとの関連について、症状や性別による違いが明らかになっ

た。超高齢社会における排泄障害対策は、一般住民に向けた啓発や予防に加え、症状や性別で重
みづけをしたポピュレーションアプローチが有用である可能性がある。研究の成果物として作
成した小冊子は、新聞等のメディアでも取り上げられた。 
 
（6）今後の展望 
研究の成果物である小冊子の多言語版の作成、書籍化、地域での啓発、実証研究等を実施し、

排泄障害を越えてアクティブエイジングを実現する実践的方法論の普及を目指す。 
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